
生
き
様
の
選
択
肢

…
あ
な
た
は
ど
れ
を
選
択
し
ま
す
か
…

　

人
生
加
齢
に
従
い
、
衰
え
る
体
力
、
失
わ
れ
る

気
力
、
乏
し
く
な
る
財
力
は
誰
で
も
が
通
過
す
る

道
で
あ
る
。

　

ま
た
、
人
そ
れ
ぞ
れ
に
生
き
方
が
あ
る
。
世
の

中
の
流
れ
に
身
を
任
せ
る
か
、
不
平
不
満
は
あ
っ

て
も
我
慢
す
る
か
、
い
つ
も
不
平
や
不
満
を
並
べ

て
暮
ら
す
か
、
何
事
に
も
積
極
的
に
ト
ラ
イ
す
る

か
、
タ
イ
プ
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　

さ
ら
に
、
暮
ら
し
方
の
タ
イ
プ
は
い

く
つ
も
あ
る
。
生
涯
現
役
で
頑
張
る
か
、

サ
ン
デ
ー
毎
日
と
考
え
る
か
、
楽
隠
居

を
決
め
込
み
気
楽
に
暮
ら
す
か
、
晴
耕

雨
読
の
日
々
も
あ
る
。
小
生
は
も
っ
ぱ

ら
“
晴
耕
雨
寝
”
の
生
き
方
で
あ
る
。

　

あ
な
た
な
ら
、
ど
れ
を
選
択
し
ま
す

か
？

余
白
の
時
間
を
大
切
に

…
高
齢
者
の
課
題
…

　

60
歳
で
定
年
退
職
、

平
均
寿
命
で
80
歳
、

余
白
は
７
３
０
０
日
だ
。
も
う

小
生
も
余
白
を
食
べ
て
し
ま
っ

た
。
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
。

　

江
戸
時
代
の
儒
学
者
「
貝
原

益
軒
」
は
“
老
後
は
、
若
き
日
よ

り
月
日
の
早
き
事
、
十
倍
な
れ

ば
一
日
を
十
日
と
し
、
十
日
を

百
日
と
し
、
一
月
を
一
年
と
し
、

一
日
を
空
し
く
過
ご
す
は
惜
し

む
べ
し
、
老
後
の
一
日
、
千
金
に

当
た
る
べ
し
”
と
、
説
い

た
。

　

若
い
と
き
は
金
が
な

い
、
働
き
盛
り
は
時
間
が

な
い
。
今
、
リ
タ
イ
ア
し

て
自
分
の
た
め
に
使
え
る

「
自
由
な
時
間
と
、
自
由

に
使
え
る
小
金
」が
あ
る
。 

　

こ
の
時
間
と
お
金
を
ど

の
よ
う
に
活
か
す
か
、
高

齢
者
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に

と
っ
て
生
き
様
を
選
択
す

る
課
題
で
あ
る
。

　

地
域
活
動
に
高
齢
者
を
か
り
立
て
る
も
の

　
「
年
金
＋
ア
ル
フ
ァ
ー
＝
ゆ
と
り
・
潤
い
」
の
暮

ら
し
の
方
程
式
は
出
来
て
い
ま
す
か
、
こ
こ
で
い

う
＋
ア
ル
フ
ァ
ー
と
は
、
金
銭
の
こ
と
ば
か
り
で

は
な
い
、
現
役
時
代
の
経
験
と
人
脈
を
活
か
す
活

動
の
こ
と
や
、
田
畑
を
耕
す
こ
と
で
あ
っ
た
り
、

健
康
で
活
動
す
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
、
＝
の

ゆ
と
り
・
潤
い
は
、
暮
ら
し
方
の
充
実
し
た
日
々

か
ら
生
ま
れ
る
も
の
だ
と
思
う
。

『
余
白
の
人
生
』
の
生
き
様
を
考
え
る

…
高
齢
者
た
ち
の
地
域
づ
く
り
へ
の
道
…

長
野
県
飯
田
市
　
ひ
さ
か
た
風
土
舎
　
主
宰
　
長
谷
部
　
三
弘

Angle 
−アングル−

鎮守の杜構想…十三の郷づくり…

下水道汚水処理施設『みずはの苑』
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今
ま
で
の
経
験
を

世
の
た
め
、
人
の
た

め
に
役
立
て
た
い
、

自
分
の
住
む
地
域
を

良
く
し
た
い
、
と
い

う
願
望
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
な
っ
て
、
地

域
活
動
が
高
ま
り
、

高
齢
者
た
ち
を
活
動

に
か
り
立
て
る
の
だ

と
思
う
。

　

旅
行
に
行
っ
た
観

光
地
で
も
、
集
会
の

参
加
者
も
高
齢
者
で

溢
れ
て
い
る
。
高
齢

者
が
元
気
で
あ
る
証
左
だ
。

　

少
子･

高
齢
化
と
過
疎
で
「
地
域
に
若
者
が
少

な
い
か
ら
活
性
化
し
な
い
」
と
よ
く
い
う
。
高
齢

化
で
福
祉
に
、
医
療
に
お
金
が
か
か

る
。
そ
れ
は
当
然
だ
。
自
助
共
助
公
助

の
福
祉
を
推
進
し
な
け
れ
ば
と
い
う
。

　
“
自
助
”
と
は
、
わ
れ
わ
れ
高
齢
者

自
身
の
こ
と
だ
、
共
助
・
公
助
だ
け

に
期
待
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
各

地
の
高
齢
者
た
ち
は
、
健
康
教
室
に

参
加
し
た
り
、
実
践
塾
で
学
ん
だ
り
、

実
践
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
り
、

高
齢
者
た
ち
は
、
各
地
で
自
主
的
な

地
域
活
動
を
行
い
、
地
域
に
貢
献
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
青
年
団
、
婦
人
会
の
地
域
組

織
が
崩
壊
す
る
中
で
、
高
齢
者
組
織

は
今
な
お
健
在
で
あ
る
、
こ
の
地
域

組
織
こ
そ
地
域
づ
く
り
の
根
幹
で
あ
り
、
財
産
で

も
あ
る
。
こ
の
組
織
の
維
持
発
展
に
は
、
キ
ー
ワ
ー

ド
が
必
要
だ
。

地
域
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド

…
住
民
自
治
の
発
展
…

　

組
織
集
団
を
維
持
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

い
く
つ
か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
。
①
地
域
を
“
興

す
”
よ
ろ
こ
び
が
あ
る
。
興
す
と
は
、
地
域
の
中
の

停
滞
し
て
い
る
も
の
に
、
他
か
ら
刺
激
を
与
え
て
、

生
き
生
き
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の

地
域
の
課
題
を
探
す
こ
と
で
あ
る
。
②
地
域
に
拓

く
“
ゆ
か
し
さ
”
が
あ
る
。
ゆ
か
し
さ
と
は
、
こ
こ

ろ
を
惹
か
れ
る
こ
と
で
、
住
民
が
見
た
が
る
、
聞

き
た
が
る
、
知
り
た
が
る
こ
と
で
あ
る
。
地
域
に

興
味
や
関
心
を
持
た
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
③
地
域

に
生
き
る
“
よ
ろ
こ
び
”
が
あ
る
。
地
域
に
は
、
他

所
に
な
い
自
慢
で
き

る
も
の
、
そ
れ
を
創

り
出
す
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
が
地
域
住

民
の
よ
ろ
こ
び
に
な

り
、
地
域
へ
の
思
い

を
喚
起
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

纏
め
て
言
え
ば
、

一
人
ひ
と
り
の
住
民

の
“
学
び
”
の
上
に
、

“
実
践
”
を
重
ね
る
に

他
な
ら
な
い
。
そ
の

こ
と
が
、
地
域
の
自

立
と
個
の
自
律
に
よ

る
地
域
自
治
、
住
民
自
治
を
育
み
発
展
さ
せ
る
基

に
な
る
の
だ
と
思
う
。

風
土
舎
の
仲
間
と
と
も
に

…
私
の
課
題
・
私
の
実
践
…

　

役
所
勤
め
の
大
半
を
教
育
委
員
会
で
、
社
会
教

育
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
た
。

　

仕
事
の
う
え
で
、「
住
民
自
治
、
地
域
自
治
は
ど

の
よ
う
に
し
た
ら
、
地
域
に
根
付
き
発
展
で
き
る

か
」
が
、
私
の
課
題
で
し
た
。
リ
タ
イ
ア
し
て
も
、

出
生
地
の
旧
上
久
堅
村
に
帰
っ
て
、
現
役
時
代
の

経
験
や
、
人
脈
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
そ
う
と
、
考
え

続
け
て
い
た
。

ひさかたワインの試飲会

カウチン工房

街とむらの交流 野菜の産直
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風
土
舎
の
具
体
的
な
活
動
内
容
を
記
す
ス
ペ
ー

ス
は
な
い
が
、
①
特
産
品
作
り
の
、
雑
穀
栽
培
（
小

き
び
、
古
代
米
、
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
）
の
奨
励
、
清

酒
、
ワ
イ
ン
の
企
画
、
カ

ウ
チ
ン
工
房
（
羊
毛
の

紡
ぎ
、
織
り
、
フ
ェ
ル

ト
加
工
な
ど
）。
②
学
習

文
化
活
動
の
、
夏
休
み

期
間
中
の
寺
子
屋
の
開

設
（
１
９
９
１
年
～
）、

風
土
舎
通
信
の
発
行

（
１
９
９
１
年
～
毎
月
一

回
５
０
０
部
発
行
）、
風
土

舎
村
塾
（
随
時
）。
③
交
流

活
動
の
、
日
本
福
祉
大
学

大
濱
ゼ
ミ
、（
１
９
９
３

年
～
）、
京
都
大
学
学
生

自
治
会
（
１
９
９
５
年

か
ら
）
と
の
交
流
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）

（
１
９
９
８
年
～
）
発
展
途
上
国
の
10
カ
国
12
人
～

15
人
の
、
研
修
員
の
受
け
入
れ
と
交
流
を
し
て
い

る
。

　

諸
々
の
活
動
は
、

風
だ
け
で
も
土
だ
け

で
も
成
就
し
な
い
。

風
と
土
が
結
び
つ
い

て
結
果
が
生
ま
れ

る
。
地
域
活
動
は
、

土
が
風
を
呼
び
込
み

活
動
す
る
。
ま
ず
始

め
に
“
土
づ
く
り
あ

り
き
”
で
あ
る
。

大
学
の
玉
井
袈
裟
男
教
授
が
退
官

の
折
り
に
作
詩
し
た
『
風
と
土
の

詩
』
の
一
部
を
『
風
土
舎
宣
言
』
と

し
て
発
表
、
こ
れ
を

基
に
風
土
舎
を
創

設
す
る
呼
び
か
け

が
合
っ
た
。
そ
れ
に

応
え
て
、
上
久
堅
で

も
『
ひ
さ
か
た
風
土

舎
』
を
創
設
し
た
。

（
１
９
９
１
年
２
月
）

　

風
土
舎
の
「
風
」
と

は
、
よ
そ
者
の
こ
と

で
、
行
政
、
大
学
、
研
究
者
、
諸
々
の

機
関
の
こ
と
、「
土
」
と
は
、
地
の
人
、

地
に
あ
る
物
、
風
俗
な
ど
の
こ
と
を

い
い
、「
舎
」
と
は
、
活
動
す
る
場
所

や
建
物
の
こ

と
で
、
活
動
の
す
る
所
を
舎

と
す
れ
ば
、
何
時
で
も
、
何

処
で
も
「
舎
」
は
出
来
る
と

考
え
て
い
る
。

　

出
生
地
の
上
久
堅
に

帰
っ
て
来
た
時
“
地
域
づ
く

り
活
動
の
風
土
舎
を
創
設

し
よ
う
”
と
、
呼
び
か
け
を

し
た
。
そ
れ
に
応
え
た
の

は
、
か
つ
て
青
年
団
で
活
動

し
て
い
た
仲
間
た
ち
で
、
農

業
委
員
、
市
会
議
員
、
分
館

長･

主
事
、
区
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
な
ど
、
地
区
の
要
職
を

歴
任
し
て
お
り
、
農
民
、
商

人
、
会
社
員
、
公
務
員
、
自

営
業
者
、
画
家
、
な
ど
多
彩

な
異
業
種
仲
間
が
集
ま
っ
た
。

　

彼
ら
は
、「
オ
ー
ル
上
久
堅
」
だ
が
、
集
落
で
は

集
団
の
リ
ー
ダ
ー
で
も
あ
る
。

　

現
役
時
代
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
い
て
い
た
信
州

Angle 
−アングル−

JICA-発展途上国の研修員の受入れ

京都大学との交流 11月祭典

風土舎通信保存版

夏休み寺子屋

風は　遠くから
理想を含んで　やって来るもの
土は　そこにあって
生命を生み出し　育むもの
君　風性の人ならば
土を求めて吹く　風になれ
君が　土性の人ならば
風を呼び込む　土になれ
土は　風の軽さを　わらい
風は　土の重さを　さげすむ
愚かなことだ
風は　軽く　涼やかに
土は　重く　温かく
和して　文化を生むものを

『風と土の詩』　風土舎宣言
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